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登校許可証明書 学校独自の書式について 

 

〇導入の理由・目的 

・現在、インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症以外の感染症による出席停止措置を

行うにあたり登校許可証明書の提出を求めているが、医療機関によっては登校許可証明

書を作成してもらえない場合がある。 

・登校許可証明書は必ずしも提出が必要なものではないと定められているが、生徒や担任

によって欠席と出席停止の差がつくことは避けたい。 

 

 

〇対応方法 

①感染症に罹患した生徒の保護者はホームページで登校許可証明書をダウンロードす

る。(医療機関の指定様式がある場合はそちらを使用可) 

②保護者または医師が登校許可証を記入する。 

③登校した生徒は担任または養護教諭に登校許可証明書を提出する。 

 

 

〇対象となる感染症 

第

一

種 

すべて そ

の

他

の

感

染

症 

感染性胃腸炎（ノロ・ロタ・アデノ） 

マイコプラズマ感染症 

溶連菌感染症 

第

二

種 

インフルエンザ・新型コロナウイルス

感染症を除くすべて 

伝染性紅斑（りんご病） 

帯状疱疹 

手足口病 

第

三

種 

すべて 

ヘルパンギーナ 

伝染性膿痂疹（とびひ） 

伝染性軟属腫（水いぼ）    など 
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２．学校における感染症への対応 

１）学校において予防すべき感染症の考え方 

  診断は、診察に当たって医師が身体症状及びその他の検査結果等を総合して、医学的

知見に基づいて行われているものであり、学校から特定の検査の実施を全てに一律に

求める必要はない。治癒の判断（治癒証明書等）も同様である。 

 

③第三種の感染症 

 学校教育活動を通じ、学校において流行を広げる可能性がある感染症を規定している。

出席停止期間の基準は、病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと

認めるまでである。なお、学校で通常見られないような重大な流行が起こった場合に

は、その感染拡大を防ぐために、必要があるときに限り、校長が学校医の意見を聞き、

第三種の感染症の「その他の感染症」として緊急的に措置をとることができる。「その

他の感染症」として出席停止の指示をするかどうかは、感染症の種類や各地域、学校に

おける感染症の発生・流行の態様等を考慮の上で判断する必要があり、あらかじめ特定

の疾患を定めてあるものではない。 

 

 

その他の感染症 

・感染性胃腸炎（ノロウイルス・ロタウイルス・アデノウイルス） 

・マイコプラズマ感染症 

・溶連菌感染症 

・伝染性紅斑（りんご病） 

・帯状疱疹 

・手足口病 

・ヘルパンギーナ 

・伝染性膿痂疹（とびひ） 

・伝染性軟属腫（水いぼ） 

など 


